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沖縄大学（沖縄）, Feb.2016.  

【68】 古郡秀人, 松浦基晴,“マルチモードファイバを用いた高効率光給電型光ファイバ無線伝送,”信

学技報 OFT2015-70, 沖縄大学（沖縄）, Feb.2016.  

【69】 レ ティエン チエン, 山尾泰,“セクタ化受信中継器を用いた CSMA/CA 中継アシスト車車間通信

の性能解析,” 信学技報 ITS2015-56, Feb. 2016.  

【70】 富吉柾至, 井手輝二, 藤井威生, 眞田幸俊,“ダイレクトコンバージョン受信機のブラインド方式

位相振幅補償回路の特性解析,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-1, March 2016. 

【71】 米田司, 木村匠, 田久修, 太田真衣, 藤井威生, 笹森文仁, 半田志郎,“占有率・遷移率のクラスタ

化における無線 LAN 環境評価,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-25, March 2016. 

【72】 太田真衣, 太郎丸真, 藤井威生, 田久修,“時間シフトを利用した電力検出器によるセンシング特

性改善法の検討,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-26, March 2016.  

【73】 佐藤光哉, 藤井威生,“テレビ帯域における受信信号電力の周波数間相関特性,” 2016 年電子情

報通信学会総合大会, B-17-28,March 2016.  

【74】 酒井健宏, 折内皆人, 田久修, 藤井威生, 太田真衣, 笹森文仁. 半田志郎,“物理量変換一括収集法

の無線センサネットワークにおけるセンシングデータの傾向に基づいたシリアル干渉キャンセ

ラ,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-29, March 2016.  

【75】 王昊, 佐藤光哉, 藤井威生,“フェージング環境におけるプライマリユーザ信号の時間的変化を考

慮したデータベース精度向上法の検討,”信学技報, SR2015-99,March 2016.  

【76】 藤井祥平, 田久修, 藤井威生, 太田真衣, 笹森文仁, 半田志郎,“物理量変換に基づくセンサネット

ワークにおける最適クラスタヘッドローテション法,”信学技報 SR2015-100,March 2016. 

【77】 岸祐斗, Seydou BA, 大木英司,“エラスティック光ネットワークにおけるスペクトルスロットデ

フラグメンテーション,” 電子情報通信学会東京支部学生会第 21 回研究発表会, no. 89, March 

2016.  

【78】 金子遼馬, P. Pavarangkoon, 大木英司，“接続方式を考慮した高信頼クラウドストレージサービ

ス，” 電子情報通信学会東京支部学生会第 21 回研究発表会, no. 91, March 2016.(学生奨励賞) 

【79】 宮谷謙斗, キットスワンキットスワン, 大木英司，“OpenFlow による負荷分散ルーチングの実

装，” 電子情報通信学会東京支部学生会第 21 回研究発表会, no. 129, March 2016.  

【80】 鈴木龍太, 大木英司，“OpenFlow による高信頼・トラヒック分散ネットワークの構築，” 電子情

報通信学会東京支部学生会第 21 回研究発表会, no. 133, March 2016.  

【81】 畔柳駿一, 松野伴拓, 大木英司，“Hadoop における計算機資源とネットワーク資源に応じたタス

ク割り当て方式，”電子情報通信学会東京支部学生会第 21 回研究発表会, no. 131,March 2016. 
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【82】 髙木裕貴，石川 亮，本城和彦,“2 高調波同時短絡スタブによるリアクティブ終端負荷回路を用

いた GaN HEMT 高効率電力増幅器,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, C-2-7,March 2016. 

【83】 西沢 永，高山洋一郎，石川 亮，本城和彦,“2 増幅回路構成コンカレントデュアルバンド増幅

器結合用分波回路,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, C-2-12,March 2016. 

【84】 藤牧美咲子，石川 亮，本城和彦,“900 MHz 帯 GaAs HEMT F 級整流器の広ダイナミックレン

ジ化に関する基礎検討,” 2016 年電子情報通信学会総合大会,C-2-18,March 2016.  

【85】 尾形駿, 石橋功至,“車車間協調フレームレス ALOHA に基づく路車間通信に関する一検討,” 2016

年電子情報通信学会総合大会, B-5-152, 九州大学, 福岡市, March 2016.  

【86】 田邉将吾, 石橋功至,“QR分解を用いた確率伝播法に基づく MIMO復調法のガウス近似対数尤度

比に関する一検討,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-5-182, 九州大学, 福岡市,March 

2016. 

【87】 白崎裕介, 松本健吾, 田久修, 藤井威生, 大槻知明, 笹森文仁, 半田志郎,“低信頼中継局による

CSI 偽装を考慮した最適送信重み設計,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-5-82, March 

2016. 

【88】 青木祐也, 井手輝二, 藤井威生, 眞田幸俊,“ダイレクトコンバージョン受信機のパイロット方式

位相振幅補償回路の特性解析,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-2, March 2016.  

【89】 長谷川嶺, 王昊, 藤井威生,“電波環境データベース精度向上のための観測データクラスタリング

法,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-34, March 2016.  

【90】 征矢隼人, 田久修, 白井啓一朗, 藤井威生, 太田真衣, 笹森文仁, 半田志郎,“帰還型信号・雑音電

力推定を適用した占有率・遷移率測定法の評価,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-17-35, 

March 2016.  

【91】 バトウルジー ツェンドオチル, 佐藤光哉, 藤井威生, 水野晃平,“マルチホップ無線センサネット

ワークにおける優先度付きバッファを用いた情報収集法,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, 

B-17-36, March 2016.  

【92】 森山友和, 中山敦喜, 藤井威生,“多段中継無線におけるフィードバックを用いた情報転送周期設

計法の検討,” 2016 年電子情報通信学会総合大会, B-19-3, March 2016.  

【93】 佐藤光哉, 稲毛契, 藤井威生,“無線分散ネットワークにおける空間統計学的手法に基づく電波環

境データベース連携型電波伝搬特性予測,” 信学技報, SR2015-98, March 2016.  

【94】 Hang Liu, Takeo Fujii,“Single Channel Blind Source Separation of Energy Detection Using 

EMD for Cognitive Radio,” 信学技報 SR2015-111, March 2016.  

【95】 松本健吾, 田久修, 藤井威生, 大槻知明, 笹森文仁, 半田志郎,“低信頼中継局における罰金関数を

考慮した CSI 偽装の最適設計,” 信学技報 RCS2015-358, March 2016.  

【96】 征矢隼人, 田久修, 白井啓一朗, 藤井威生, 太田真衣, 笹森文仁, 半田志郎,“更新選択的尤度評価

を用いた低複雑な占有率・遷移率測定法,” 信学技報 SR2015-101, March 2016.  

【97】 畔柳駿一, 松野伴拓, 大木英司，“Hadoop における計算機資源とネットワーク資源に応じたタス

ク割り当て方式，”信学技報, vol. 115, no. 20, PN2015-102, March 2016. 

【98】 渡邊仁，山尾泰,“閾値制御ルーティングアルゴリズムによるダイナミックマルチホップネットワ

ークの経路に関する分析,” 信学技報 RCS2015-384, March 2016．  

【99】 廣瀬，石橋，山尾泰，平山，中田,“アドホック転送を用いたブロードキャスト V2M 通信システ
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ムの一検討,” 信学技報 RCS2015-385, March 2016.  

【100】 市川泰史，浅野弘明，森広芳文，奥村幸彦，市川武男，溝口匡人，馬庭透，山尾泰，本城和彦,

“5G 実現に向けたマルチバンド・マルチアクセス多層セル構成におけるシステム間連携技術,” 

2016 年信学総大，B5-20, March 2016.  

【101】 飯田裕太，山尾泰,“光給電電力制御 EPWM-OFDM RoF 伝送システムの検討,” 2016 年信学総

大，B5-130,March 2016.  

【102】 林真広，砂田勇介，山尾泰,“RREQ フラッディングによる経路構築時のパケット衝突の影響,” 

2016 年信学総大，B5-154,March 2016.  

【103】 石垣翔平，石橋孝一郎,“間欠動作センサネットワークシステムにおける低電力同期通信方式の検

討,” 電子情報通信学会 2016 年総合大会，福岡,March 2016. 

【104】 江藤伊織, 唐沢好男, “高速フェージング環境での伝送特性を評価する伝搬指標,” 電子情報通信

学会 2016 年総合大会，B-1-35, 福岡, March 2016. 

【105】 永井克弥, 久野伸晃, 村上裕馬, 唐沢好男, “2 ステージ型 MIMO フェージングエミュレータを用

いた MIMO 伝送特性評価,” 電子情報通信学会 2016 年総合大会，B-1-219, 福岡, March 2016. 

【106】 村上裕馬, 唐沢好男, “アンテナカップリングと空間相関が共に存在する環境での MIMO 伝送特

性評価,”電子情報通信学会 2016 年総合大会，B-1-220, 福岡, March 2016. 

【107】 久野伸晃, 森本勇樹, 唐沢好男, “アンダーサンプリングによる高周波電波環境認識 [III] ―回

路構成法に関する比較検討―,” 電子情報通信学会 2016 年総合大会，B-17-42, 福岡, March 

2016.  

【108】 豊田敦規, 中里 仁, 唐沢好男, “差動 SFBC を用いた低電力密度ベースバンド無線の伝送特性評

価,” 電子情報通信学会 2016 年総合大会，B-17-43, 福岡, March 2016. 

【109】 山中拓也, 小玉彰広, 高崎和之, 唐沢好男, “面上可動型の近距離電磁界伝送方式,” 電子情報通信

学会 2016 年総合大会，B-21-21, 福岡, March 2016. 

 

シンポジウム講演 

【1】 藤井威生,“スマート無線分野の新たな研究開発の方向性,” 2016 年電子情報通信学会総合大会 パ

ネル講演, BP-4-1,March 2016. 

 

その他の講演 

【1】 M. Matsuura,“Power-over-fiber technologies for disaster-resilient radio-over-fiber networks,” 

NICT/NSF Japan/US Workshop, San Francisco，March 2016. 

【2】 K. Ishibashi,“Designs of Ultra-Low-Power and Ultra-Low-Leakage 65nm-SOTB LSI for IoT 

Applications,” IEEE S3S Conference, Short Course lecture. 

 

受賞 

【1】 武石直樹，無線通信研究会研究活動奨励賞，May 2015.（博士前期課程学生） 

【2】 中川洸佑, スマート無線研究会論文賞，May 2015.（博士前期課程学生） 
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【3】 大木英司，電子情報通信学会業績賞, 「超高速パケットネットワーク技術の先駆的研究」，June 

2015. 

【4】 大木英司，電子情報通信学会通信ソサイエティ活動功労賞，「英文論文誌編集委員としての貢献」，

Sept. 2015. 

【5】 E. Oki, IEEE Globecom 2015 Best Paper Award， “An Analytical Model of Spectrum 

Fragmentation in a Two-Service Elastic Optical Link” Dec. 2015. 

【6】 K. Ishibashi, IEEE Wireless Communications Letters (WCL) Exemplary Reviewer，Feb.2016. 

【7】 尾形駿，目黒会賞，March 2016.（博士前期課程学生） 

【8】 川畑大樹，目黒会賞，March 2016.（博士前期課程学生） 

【9】 OFC 2016, Top scored paper：Y. Minamoto and M. Matsuura,“Optically controlled beam 

steering system with 60-W power-over-fiber feed for remote antenna units,” 41st The Optical 

Fiber Communication Conference and Exposition (OFC 2016), W3K.2, Anaheim, USA，

March 2016. 

【10】 佐藤光哉, 電子情報通信学会学術奨励賞，March 2016.（博士後期課程学生） 

【11】 金子遼馬，電子情報通信学会東京支部学生奨励賞，March 2016.（博士前期課程学生） 

【12】 榎本純，電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞，March 2016.（博士前期

課程学生） 

 

特許 

【1】 山尾泰, 澤田学, 平山泰弘,“通信システム、車載通信装置、および路側通信装置”特許第 5754638

号, June 2015 

【2】 藤井威生，藤井健介，“通信装置、通信方法、および通信システム，” 特許第 5765758 号，June 

2015. 

【3】 石橋功至，山尾泰，京拓磨，平山泰弘，通信装置及び通信システム（特願 2015-149465），July 

2015. 

【4】 藤井威生，佐藤光哉，バトウルジー ツェンドオチル，水野晃平，吉野修一，“無線通信システム、

中継局装置及び無線通信方法，” 特願 2015-144041，July 2015. 

【5】 田久修，折内皆人，白井啓一郎，笹森文仁，半田志郎，藤井威生，“無線通信における端末識別

方法および端末識別装置，” 特願 2015-164540, Aug.2015 

【6】 山尾泰, 唐澤好男, 中嶋信生, 中野雄介, 小林岳彦,“無線通信システム、基地局装置及び無線通

信方法”特許第 5843126 号, Nov.2015 

【7】 藤井威生，遠藤朋実，“ワイヤレスセンサネットワークシステム，” 特許第 5843199 号，Nov.2015. 

【8】 山尾泰, 唐澤好男, 中嶋信生, 中野雄介, 小林岳彦,“無線通信システム、基地局装置及び無線通

信方法”特願 2015-217444, Nov.2015 

【9】 石橋功至，山尾泰，京拓磨，通信装置（特願 2016-021196）Feb.2016. 

【10】 山尾泰，馬岳林，無線通信装置および動作方法，PCT 出願/JP2016/53791，Feb.2016. 

【11】 T. Fujii, K. Fujii "Communication device, communication method and communication 

system," 米国特許 US 9,282,468B2, March 2016. 
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【12】 田久修,  山北恭之, 笹森文仁, 半田志郎, 藤井威生, "無線通信装置及び通信確立方法," 特許第

5896135 号, March 2016. 

【13】 藤井威生，佐藤光哉，“通信信頼度管理サーバ、通信信頼度管理システムおよび通信信頼度管理

方法，” 特願 2016-060026、March 2016. 

 

広報・報道発表 

【1】 松浦研究室，Electronic Design “Fiber Optics Transmit Data and Power Over Same Cable,” 

http://electronicdesign.com/power/fiber-optics-transmit-data-and-power-over-same-cable 
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４.共同研究／受託研究／科研費研究テーマ一覧（平成２７年度） 

 4.1 共同研究テーマ（新規分）および担当教員 

1. 「多段中継無線の特性評価」 石橋功至、山尾泰、藤井威生 

2. 「スイッチング電源装置のEMIに関する研究」 本城和彦、石川亮、斉藤昭 

3. 「MIMO端末評価用OTA技術に関する研究」 唐沢好男 

4. 「MIMO技術等を用いた電磁環境評価に関する研究」 唐沢好男 

5. 「自動運転を支える無線通信システム技術の基礎検討」 藤井威生 

6. 「周辺情報およびリソースを利用したネットワークの効率化」 藤井威生 

7. 「エネルギーハーベスト電源とこれを活用した低電力データセントリックセンサネットワーク 

システムの研究」 石橋孝一郎、石橋功至、範公可 

8. 「V2Mネットワークの高信頼・低消費電力化に関する検討」 山尾泰、石橋功至 

9. 「次世代無線システムに関する研究」 山尾泰、本城和彦 

  

 4.2 受託研究テーマおよび担当教員 

1. 「将来ネットワークの実現に向けた超大規模ネットワーク基盤技術に関する研究」 大木英司 

2. 「環境認知型超高効率無線センサネットワークの研究開発」 藤井威生 

3. Heterogeneous Wireless Sensor Network Monitoring Water Condition for Strengthening 

Aquaculture Industry in Vietnam，Koichiro Ishibashi 

4. 「自動走行システムに必要な車車間通信・路車間通信技術の開発」  

山尾泰、藤井威生、石橋功至 

5. 「第5世代移動通信システム実現に向けた研究開発～超高密度マルチバンド・マルチアクセス 

多層セル構成による大容量化技術の研究開発～」  

山尾泰、本城和彦、石川亮、高山洋一郎、斉藤昭 

 

4.3 科研費研究テーマおよび研究代表者 

1. 「大規模アナログ結合を有する2部グラフ理論の確立」 石橋功至、（研究代表者外部機関） 

（基盤研究Ａ） 

2. 「環境適応型ベースバンド無線の研究」 唐沢好男、山尾泰、藤井威生 （基盤研究Ａ） 

3. 「次世代ＩＴＳのための統合分散無線ネットワーク基盤の研究」  

小花貞夫、山尾泰、藤井威生、唐沢好男、中嶋信生 （基盤研究Ａ） 

4. 「アレイ化カスコード線形ドハティ増幅器」 本城和彦 （基盤研究Ｂ） 

5. 「クラウドセンシングによる自己組織型電波伝搬モデル構築に関する研究」  

藤井威生 （基盤研究Ｂ） 

6. 「嗜好解析に基づくトラヒック予測及び統合環境認知によるユーザセントリック無線通信」 

藤井威生、（研究代表者外部機関） （基盤研究Ｂ） 

7. 「待機モードのゼロ消費電力を実現するＭＥＭＳウエイクアップモジュールの研究」  

石橋孝一郎 （基盤研究Ｃ） 

8. 「波長スペクトル分断を抑制する弾力性のある光ネットワーク制御技術」  

大木英司 （基盤研究Ｃ） 

9. 「量子ドット半導体光増幅器を用いた超高速光A/D変換の研究」 松浦基晴 （挑戦的萌芽研究） 

 

4.4 競争的資金テーマ、担当者および種別 

1. 「量子ドット半導体素子の光周波数シフトを用いた光量子化技術の研究」 松浦基晴 

（一般財団法人テレコム先端技術支援研究センター） 


